
予算要求資料
平成３０年度当初予算　支出科目　款：農林水産業費 項：農業費 目：園芸特産物対策費
	事業名　新県産花き魅力度向上対策推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

農政部　農産園芸課　花き係　電話番号：058-272-1111（内2867）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11423@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　2,576千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	2,576
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,576

	決定額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
魅力ある商品を企画し予約を取り付けることにより、セリ値に左右されない取引ができる生産者はごく一部で、このことが要因となり県内生産額の押し上げにつながっていない。

生産額の押し上げと同時に生産者の経営安定を図るため、個々の生産者の商品企画レベルを上げ、高単価取引につなげることが急務である。
（２）事業内容

ア)商品企画検討会の開催
　・花き商材の最新事情を知る専門家を招聘し、企画途上の半製品、売り始めの新商品、定番化商品等様々な商品を評価し、アドバイスを直接受ける検討会を年２回開催する。
イ）画像による評価
　　　・年２回の検討会では時期を逸し、評価できない商品もあるため、随時画像等の情報で専門家のアドバイスを受ける画像評価を実施する。
ウ）優良・成功事例を生産者に紹介

・専門家のアドバイスをもとに改善し、評価が高まった商品などを花き生産者に紹介し、企画力の高度化を図る。
（３）県負担・補助率の考え方

「清流の国ぎふ花き振興計画」の５つの柱のひとつ「花きの安定供給」の「生産性の向上、品質、商品開発力の向上」に資する取組みであり、花き振興の底上げを図ることが急務であることから、県負担が妥当である。
（４）類似事業の有無　　
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	216
	専門家謝金

	旅費
	391
	業務旅費、費用弁償

	需用費
	12
	事務消耗品費

	役務費
	132
	通信運搬費

	委託料
	1,825
	商品企画検討会設営費、画像評価業務運営費

	合計
	2,576
	


	　決定額の考え方　

　清流の国ぎふ花き戦略会議にて対応することとし、計上を見送ります。



４　参考事項
（１）国の状況

平成２６年６月２０日、花き産業及び花き文化の振興を図り、もって花き産業の健全な発展及び心豊かな国民生活の実現に寄与するため、「花きの振興に関する法律」が成立し、平成２６年１２月１日に施行された。
（主な内容）

・農林水産大臣は、花き産業及び花き文化の振興に関する基本指針を策定

・都道府県は、花き産業及び花き文化の振興に関する計画を策定
　　・岐阜県は、平成２７年１１月１７日に「清流の国ぎふ花き振興計画」を策

　　定
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	　県産鉢物や苗物類の市場予約取引率の上昇に合わせて、県産花きの生産額が増加し、「清流の国ぎふ花き振興計画」で掲げた目標を達成する。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	花き生産額
	66.2億円
（H26）
	65.6億円
（H27）
	65.7 億円
（H28）
	80億円
（H32）
	82.1％


	市場向け予約相対取引率
	30％
（H26）
	34％

（H27）
	33.5％

（H28）
	50％
（H32）
	67％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）



（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

◯

	刻々と変化する商品ニーズなどの情報を収集することについて、個々の生産者では限界もあるため、県の関与が必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
花きの振興に関する法律、岐阜県花きの振興に関する条例の施行から３年あまりが経過しているが、花き産業の発展のためにはさらなる取組みが必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

岐阜県花きの振興に関する条例、清流の国ぎふ花き振興計画に基づき、花き関係団体と連携し、県民のニーズに応えられるよう、県内花き生産者の経営安定化により安定的に花きが供給できるよう花き振興を推進する。


